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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間（平成27年６月１日～平成28年２月29日）におけるわが国経済は、政府による新たな

経済政策の推進、日銀による大胆な金融政策による金利・為替相場の変動、原油安などにより、企業業績の動向に

不透明さが見え始め、雇用情勢にも改善はみられるものの、新興国経済の減速による日経平均株価の荒い値動きな

ど、不安定な側面もあり今後の動向が注視されております。

 小売業界におきましては、景況感の改善に加えて、訪日観光客の増加が消費の下支え効果として現れてはおりま

すが、一方で継続的な物価上昇に伴い、個人消費につきましては合理的・選別の傾向が強くなる状況であります。

 このような状況の下、当社グループは、お客様の期待に応え、選ばれる店舗をめざし、店舗ごとに独創的な空間

を創出することにより、ワクワクする専門店集団をめざし、「新しい発見」や「買い物の楽しさ」をお客様に提供

する事業活動を継続して行ってまいりました。店舗運営におきましては、新しいタイプの売り場づくりへの挑戦、

業態別・店舗タイプ別の営業施策、POSを活用した商品施策の推進にとどまらず、インバウンド需要を囲い込む為

の免税対応店舗の整備を行いました。在庫商品の販売においてはアウトレット店舗・大規模催事セールの開催によ

る取り組みを行い、マーケティング機能の充実によるコラボ商品企画、ディストリビューター制度の強化など、店

舗運営におけるサポート体制の強化を図りつつ、販売費及び一般管理費の削減にも取り組んでまいりました。

 店舗出店につきましては、インショップへの出店を中心に推進し、直営店15店を新規出店し、直営店16店、FC店

1店を閉鎖しました。その結果、当社グループの当第３四半期連結会計期間末の店舗数は、直営店533店、FC店11店

の合計544店となりました。

 このような事業活動の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高につきましては34,447百万円と前年同四半期と

比べ159百万円の減収（0.5％減）となりました。利益面につきましては売上高の減少を補うべく、商品在庫の適正

化、仕入コントロール等、原価率の改善に努めましたが、売上総利益は193百万円減少（1.3％減）いたしました。

営業費用については費用削減に取組むものの、販売費及び一般管理費は増加したことにより、営業利益は276百万

円と前年同四半期と比べ393百万円の減益（58.7％減）となりました。また、店舗閉店に伴う損失が発生したこと

により、親会社株主に帰属する四半期純損失は63百万円（前年同四半期は376百万円の親会社株主に帰属する四半

期純利益）となりました。

 

 セグメント別の業績は以下のとおりであります。

 

①株式会社ヴィレッジヴァンガードコーポレーション

 株式会社ヴィレッジヴァンガードコーポレーションは、お客様に買い物を楽しんでいただくため、独創的なワ

ン・アンド・オンリーの空間の創造を目指しております。

 各店舗では、書籍・SPICE(雑貨類)及びニューメディア（CD・DVD類）等の商材を融合させ、店舗独自の「提案」

を展開しております。

 主な業態店舗としては、「遊べる本屋」をコンセプトにした「ヴィレッジヴァンガード」、大人も楽しめる空間

を演出したライフスタイルショップ「new style」、本格的なアメリカンハンバーガーを提供する飲食店「ヴィレ

ッジヴァンガードダイナー」、食べるコトの楽しさを提案する「HOME COMING」、アウトレット業態「Vintage 

Vanguard等」などを運営しております。

 当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は27,199百万円と前年同四半期と比べ37百万円の減収

（0.1％減）となりましたが、在庫および仕入のコントロールによる原価率の改善、販売費及び一般管理費削減に

努めたことにより、営業利益は628百万円と前年同四半期と比べ212百万円の増益（51.2％増）となりました。店舗

数につきましては直営店6店の新規出店、直営店6店、FC店1店の閉鎖をし、当第３四半期連結会計期間末の店舗数

は直営店377店、FC店10店の合計387店となりました。

 

②株式会社チチカカ

 株式会社チチカカは、主にエスニック雑貨・衣料の企画販売を行っております。エスニックファッションの販売

だけでなく、「世界の文化を伝えること」を使命と考え、お客様と生産者の「HAPPY」をつなげることを「HAPPY  

TRADE」と名付け、世界の仲間と共に成長することを心がけております。

 当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、客数の減少、上期においてセール販売の抑制、当四半期連結

会計期間では暖冬による冬物衣料の売れ行き不振もあり、既存店昨対は90.1％と厳しい状況にて推移いたしまし

た。これらの要因により売上高は6,457百万円と前年同四半期と比べ143百万円の減収（2.2％減）となりました。

利益面におきましても、仕入・在庫のコントロールに取組んだものの為替の影響で粗利率が悪化し、販売費及び一

般管理費も増加したため、営業損失が347百万円（前年同四半期は293百万円の営業利益）となりました。なお、店

舗数につきましては直営店8店の新規出店、直営店7店の閉鎖をし、当第３四半期連結会計期間末の店舗数は、直営

店143店、FC１店の合計144店となりました。
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③TITICACA HONGKONG LIMITED 

 TITICACA HONGKONG LIMITEDは香港において主にエスニック雑貨・衣料の企画販売を行っております。株式会社

チチカカ同様、エスニックファッションの販売だけでなく、「世界の文化を伝えること」を使命と考え、お客様と

生産者の「HAPPY」をつなげることを「HAPPY TRADE」と名付け、世界の仲間と共に成長することを心掛けておりま

す。

 当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は408百万円と前年同四半期と比べ3百万円の増収

（0.7％増）となりました。営業利益は20百万円と前年同四半期と比べ38百万円の減益（65.7％減)となりました。

なお、当第３四半期連結会計期間末の店舗数は、直営店７店となっております。

 

④その他

 その他は、株式会社Village Vanguard Webbedにてオンラインでの書籍・SPICE及びニューメディアの販売、

Village Vanguard（Hong Kong）Limited にて書籍・SPICE及びニューメディアの販売を行っております。

 また、比利缇卡(上海)商贸有限公司は主にエスニック雑貨・衣料の企画販売を行っており、当社グループの生産

拠点および、上海・天津にて直営店を３店舗運営しております。

 当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は829百万円と前年同四半期と比べ102百万円の増収

（14.1％増）となりました。営業損失は23百万円（前年同四半期は88百万円の営業損失)となりました。

 なお、Village Vanguard（Hong Kong）Limitedにつきましては賃貸借契約条件や今後の店舗損益を考慮して順

次、事業を撤退することを決定しており、比利缇卡(上海)商贸有限公司につきましても、今後の事業損益を考慮し

て店舗事業から撤退することを決定しております。また、前連結会計年度において台湾にて店舗運営を行っており

ましたVillage Vanguard（Taiwan）Limitedにおいては2015年６月末をもって店舗を閉店し、会社清算の手続きを

開始いたしております。

 

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況は、以下のとおりであります。

（イ）資産

 流動資産は、前連結会計年度末に比べて7.0％増加し、26,892百万円となりました。これは、現金及び預金が

1,480百万円増加、受取手形及び売掛金が379百万円減少いたしましたが、商品が581百万円増加したことなどによ

るものです。

 固定資産は、前連結会計年度末に比べて2.8％減少し、7,362百万円となりました。これは、建物及び構築物が34

百万円、工具、器具及び備品が138百万円、固定資産取得に係る仮勘定が32百万円、差入保証金が33百万円減少し

たことなどによるものです。

 この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて4.8％増加し、34,254百万円となりました。

 

（ロ）負債

 流動負債は、前連結会計年度末に比べて7.7％増加し、11,524百万円となりました。これは、買掛金が292百万

円、短期借入金が490百万円、１年内返済予定の長期借入金が539百万円、株主優待引当金が91百万円増加したこと

などによるものです。

 固定負債は、前連結会計年度末に比べて9.5％増加し、10,707百万円となりました。これは、長期借入金が590百

万円、長期未払金が240百万円増加したことなどによるものです。

 この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて8.5％増加し、22,232百万円となりました。

 

（ハ）純資産

 純資産合計は、前連結会計年度末に比べて190百万円減少し、12,022百万円となりました。これは、配当金の支

払いが107百万円、親会社株主に帰属する四半期純損失63百万円により利益剰余金が171百万円減少したことなどに

よるものです。

 

②キャッシュ・フローの状況の分析

 当第３四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ

1,499百万円増加し、当第３四半期連結会計期間末には3,782百万円となりました。

 当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（イ）営業活動によるキャッシュ・フロー

 営業活動の結果獲得した資金は669百万円（対前年同四半期：305百万円の支出）となりました。

これは、主にたな卸資産の増加額592百万円があったものの、売上債権の減少額370百万円、仕入債務の増加額300

百万円があったためであります。
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（ロ）投資活動によるキャッシュ・フロー 

 投資活動の結果使用した資金は862百万円（対前年同四半期：1,309百万円の支出）となりました。

 これは、主に新規出店に伴う有形固定資産の取得による支出が612百万円あったためであります。

 

（ハ）財務活動によるキャッシュ・フロー

 財務活動の結果獲得した資金は1,706百万円（対前年同四半期：2,325百万円の収入）となりました。

 これは、主に長期借入金の返済による支出が2,954百万円、配当金の支払額が106百万円あったものの、短期借入

れによる収入が490百万円、長期借入れによる収入が4,084百万円あったためであります。

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成27年7月15日発表の平成28年５月期の通期の連結・個別業績予想を修正しております。 

詳細につきましては、本日発表の「特別損失の計上（個別）及び平成28年５月期通期業績予想の修正に関するお知

らせ」をご覧ください。 

 

 

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算）

 当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利 

益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

 ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、税引前四半

期純損益に一時差異等に該当しない重要な差異を加減した上で、法定実効税率を乗じて計算しております。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

 （企業結合に関する会計基準等の適用） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 

平成25年９月13日）等を第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更を行っております。

当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務

諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年５月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年２月29日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,302 3,782 

受取手形及び売掛金 2,447 2,068 

商品 19,911 20,493 

繰延税金資産 14 10 

その他 451 539 

貸倒引当金 △2 △3 

流動資産合計 25,124 26,892 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 3,362 3,328 

機械装置及び運搬具（純額） 0 0 

工具、器具及び備品（純額） 949 811 

建設仮勘定 17 5 

有形固定資産合計 4,330 4,146 

無形固定資産    

ソフトウエア 249 304 

ソフトウエア仮勘定 67 46 

その他 2 2 

無形固定資産合計 319 353 

投資その他の資産    

長期前払費用 301 275 

差入保証金 2,621 2,587 

その他 0 0 

投資その他の資産合計 2,923 2,863 

固定資産合計 7,573 7,362 

資産合計 32,698 34,254 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年５月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年２月29日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 3,706 3,999 

短期借入金 900 1,390 

1年内償還予定の社債 10 - 

1年内返済予定の長期借入金 3,602 4,141 

未払金 857 716 

未払法人税等 209 110 

未払消費税等 418 143 

株主優待引当金 119 210 

賞与引当金 130 99 

資産除去債務 10 17 

その他 737 695 

流動負債合計 10,704 11,524 

固定負債    

長期借入金 7,525 8,115 

長期未払金 223 464 

役員退職慰労引当金 286 307 

退職給付に係る負債 212 252 

資産除去債務 1,468 1,508 

その他 64 59 

固定負債合計 9,781 10,707 

負債合計 20,485 22,232 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,242 2,246 

資本剰余金 2,219 2,223 

利益剰余金 7,628 7,457 

株主資本合計 12,091 11,926 

その他の包括利益累計額    

為替換算調整勘定 75 49 

退職給付に係る調整累計額 4 5 

その他の包括利益累計額合計 80 55 

新株予約権 41 40 

純資産合計 12,212 12,022 

負債純資産合計 32,698 34,254 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
 前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年６月１日 

 至 平成27年２月28日) 

 当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年６月１日 
 至 平成28年２月29日) 

売上高 34,606 34,447 

売上原価 19,204 19,238 

売上総利益 15,402 15,208 

販売費及び一般管理費 14,732 14,932 

営業利益 669 276 

営業外収益    

仕入割引 25 34 

業務受託料 54 57 

その他 72 46 

営業外収益合計 152 139 

営業外費用    

営業外支払手数料 0 39 

支払利息 90 102 

その他 4 16 

営業外費用合計 96 158 

経常利益 725 257 

特別利益    

固定資産売却益 - 5 

新株予約権戻入益 9 7 

特別利益合計 9 12 

特別損失    

固定資産売却損 - 16 

固定資産除却損 27 113 

減損損失 80 32 

その他 6 - 

特別損失合計 114 162 

税金等調整前四半期純利益 621 107 

法人税等 244 171 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 376 △63 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
376 △63 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
 前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年６月１日 

 至 平成27年２月28日) 

 当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年６月１日 
 至 平成28年２月29日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 376 △63 

その他の包括利益    

為替換算調整勘定 48 △26 

退職給付に係る調整額 △4 0 

その他の包括利益合計 44 △25 

四半期包括利益 420 △88 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 420 △88 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
 前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年６月１日 

 至 平成27年２月28日) 

 当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年６月１日 
 至 平成28年２月29日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 621 107 

減価償却費 605 678 

減損損失 80 32 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 12 40 

売上債権の増減額（△は増加） △50 370 

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,408 △592 

仕入債務の増減額（△は減少） △403 300 

その他 420 27 

小計 △122 966 

利息及び配当金の受取額 1 2 

利息の支払額 △91 △102 

法人税等の支払額 △93 △196 

営業活動によるキャッシュ・フロー △305 669 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の払戻による収入 － 20 

有形固定資産の取得による支出 △898 △612 

無形固定資産の取得による支出 △74 △119 

差入保証金の差入による支出 △217 △83 

その他 △120 △66 

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,309 △862 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） － 490 

長期借入れによる収入 4,980 4,084 

長期借入金の返済による支出 △2,431 △2,954 

社債の償還による支出 △20 △10 

長期未払金の増減額（△は減少） △115 233 

配当金の支払額 △106 △106 

新株予約権の発行による収入 19 6 

その他 △0 △36 

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,325 1,706 

現金及び現金同等物に係る換算差額 44 △13 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 754 1,499 

現金及び現金同等物の期首残高 1,618 2,282 

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,372 3,782 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】 

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成26年６月１日 至 平成27年２月28日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 

合計 
調整額 
（注）１ 

四半期連
結財務諸
表計上額 
（注）２ 

 

㈱ヴィレッジ

ヴァンガード

コーポレーシ

ョン 

㈱チチカカ 
TITICACA 
HONGKONG 
LIMITED 

その他 
（注）３ 

売上高              

外部顧客への売上高 27,237 6,489 405 474 34,606 － 34,606 

セグメント間の内部売上

高又は振替高 
0 111 － 252 363 △363 － 

計 27,237 6,601 405 727 34,970 △363 34,606 

セグメント利益又は損失

（△） 
415 293 58 △88 679 △9 669 

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額△９百万円は、セグメント間取引消去であります。 

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

３．「その他」の区分は、Village Vanguard (Hong Kong) Limited、株式会社Village Vanguard Webbed、

Village Vanguard (Taiwan) Limited、比利缇卡（上海）商贸有限公司が含まれております。 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

 該当事項はありません。 

（のれんの金額の重要な変動） 

 該当事項はありません。 

（重要な負ののれん発生益） 

 該当事項はありません。 
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成27年６月１日 至 平成28年２月29日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 

合計 
調整額 
（注）１ 

四半期連
結財務諸
表計上額 
（注）２ 

 

㈱ヴィレッジ

ヴァンガード

コーポレーシ

ョン 

㈱チチカカ 
TITICACA 
HONGKONG 
LIMITED 

その他 
（注）３ 

売上高              

外部顧客への売上高 27,181 6,348 408 508 34,447 - 34,447 

セグメント間の内部売上

高又は振替高 
17 108 - 320 447 △447 - 

計 27,199 6,457 408 829 34,895 △447 34,447 

セグメント利益又は損失

（△） 
628 △347 20 △23 277 △1 276 

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額△１百万円は、セグメント間取引消去であります。 

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

３．「その他」の区分は、Village Vanguard (Hong Kong) Limited、株式会社Village Vanguard Webbed、

Village Vanguard (Taiwan) Limited、比利缇卡（上海）商贸有限公司が含まれております。 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

 該当事項はありません。 

（のれんの金額の重要な変動） 

 該当事項はありません。 

（重要な負ののれん発生益） 

 該当事項はありません。 
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